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啄
木
の
在
北
海
道
時
代
に
関
わ
る
二
つ
の
日
記
資
料
が
あ
る
。

　

ま
ず
沢
田
信
太
郎
の
日
記
（
表
題
『
無
心
録
』）
に
つ
い
て
は
、
お
う
ふ
う

版
『
石
川
啄
木
事
典
』「
一
般
項
目
」
中
の
「
沢
田
信
太
郎
」
の
項
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
記
所
蔵
先
は
函
館
市
立
図
書
館
「
啄
木
文
庫
」
で
、
こ

の
日
記
の
所
在
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

い
っ
ぼ
う
、
藤
田
武
治
日
記
（
表
題
『
詩
文
日
記
』）
に
つ
い
て
は
、
み
や

ま
書
房
版
『
啄
木
と
小
樽
・
札
幌
』
小
樽
啄
木
会
編
に
、
日
記
の
一
部
が
写
真

版
を
添
え
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
記
お
う
ふ
う
版
『
石
川
啄
木
事
典
』

「
項
目
編　

藤
田
武
治
」
の
項
で
は
、
記
述
資
料
の
一
つ
と
し
て
は
用
い
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
資
料
価
値
の
多
大
な
藤
田
日
記
を
用
い
た
本
格
的
な
研

究
は
、
い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。

　

沢
田
日
記
・
藤
田
日
記
そ
れ
ぞ
れ
に
追
尋
す
べ
き
問
題
は
多
々
あ
る
は
ず
で

今
後
の
研
究
者
の
出
現
を
待
ち
た
い
。
本
稿
で
は
各
日
記
の
一
部
を
取
り
上
げ

て
、
啄
木
側
の
資
料
と
照
合
し
つ
つ
、
そ
こ
に
浮
上
す
る
問
題
を
論
じ
る
。

　

⑴
・
沢
田
信
太
郎
日
記

　
『
無
心
録
』
と
題
し
、
当
時
沢
田
ら
函
館
の
文
学
仲
間
た
ち
が
出
し
て
い
た

『
紅
苜
蓿
』
の
原
稿
用
紙
を
用
い
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　

沢
田
信
太
郎
は
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
北
海
道
松
前
郡
に
生
ま
れ

て
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
に
没
し
た
。

　
『
石
川
啄
木
日
記
』
明
治
四
十
一
年
一
月
四
日
の
項
に
、「
夕
方
本
田
荊
南
君

に
誘
は
れ
て
寿
亭
に
開
か
れ
た
社
会
主
義
演
説
会
に
行
つ
た
（
中
略
）
今
は
社

会
主
義
を
研
究
す
べ
き
時
代
は
既
に
過
ぎ
て
、
其
を
実
現
す
べ
き
手
段
方
法
を

研
究
す
べ
き
時
代
に
な
つ
て
居
る
」
と
記
し
て
あ
る
。

　

じ
つ
は
こ
の
「
社
会
主
義
演
説
会
」
は
後
述
す
る
藤
田
の
友
人
高
田
紅
果
も

出
席
し
、
会
の
内
容
や
会
後
の
「
有
志
茶
話
会
」
で
多
々
質
問
す
る
啄
木
に
つ

い
て
、
後
年
の
手
記
に
「
私
達
の
崇
拝
の
対
象
で
あ
る
詩
人
」
の
「
社
会
思
想

に
対
す
る
素
養
は
、
文
学
詩
歌
に
於
け
る
と
は
異
な
り
ま
だ
駆
け
出
し
の
域
を

出
ぬ
も
の
に
見
え
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　
「
一
月
五
日　

沢
田
君
が
来
た
（
略
）
日
報
社
の
事
や
ら
社
会
主
義
の
話
」

　

一
方
で
、
こ
の
日
の
沢
田
日
記
。「
櫻
庭
兄
妹
を
訪
ふ
。
意
外
に
も
保
君
は

社
会
主
義
者
た
る
こ
と
」
と
あ
り
、
啄
木
自
身
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
こ
の
思

想
関
連
で
は
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
啄
木
周
辺
に
櫻
庭
保
と
い
う
社
会

主
義
者
の
存
在
し
て
い
た
点
に
、
留
意
し
た
い
。

　

さ
ら
に
こ
の
近
辺
の
沢
田
日
記
を
み
る
と
、
啄
木
日
記
に
は
あ
え
て
記
さ
れ

な
い
啄
木
の
動
静
と
心
情
が
判
明
す
る
。

　

一
月
六
日
、
啄
木
が
訪
問
「
薄
暮
ま
で
一
本
の
銚
子
に
談
る　

酒
量
の
小
な

　

研
究
ノ
ー
ト

資
料
紹
介
と
考
察
　
沢
田
信
太
郎
日
記
（『
無
心
録
』）
と
藤
田
武
治
日
記
（『
詩
文
日
記
』）

	

塩
浦
　
　
彰
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る
こ
と
例
の
如
く
然
り
」
翌
日
の
啄
木
日
記
「
例
の
如
く
東
京
病
が
起
つ
た
」

　

一
月
九
日
「
帰
宅
す
れ
ば
、
図
ら
ず
啄
木
露
堂
の
両
兄
来
る
（
中
略
）
啄
木

君
の
個
人
解
放
主
義
と
露
堂
君
の
社
会
制
自
我
主
義
を
ば
火
花
を
散
ら
し
て
最

も
よ
く
戦
ふ
」
啄
木
日
記
で
は
記
さ
れ
な
い
両
者
の
対
立
が
具
体
化
さ
れ
る
。

　

一
月
十
日　

沢
田
と
櫻
庭
ち
か
子
と
の
縁
結
び
に
奔
走
す
る
啄
木
の
様
子
を

記
す
。
こ
の
事
情
は
啄
木
日
記
に
も
小
説
風
な
語
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

櫻
庭
ち
か
子
は
、
小
学
校
訓
導
で
書
道
絵
画
に
も
堪
能
な
才
女
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
沢
田
と
も
す
で
に
知
友
の
関
係
だ
っ
た
の
で
、
啄
木
の
弁
舌
と
行
動
力

に
よ
っ
て
話
は
急
速
に
進
む
次
第
が
、
沢
田
日
記
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
月
十
二
日
「
交
渉
の
全
権
は
す
べ
て
石
川
君
の
負
ふ
所
と
な
り
愈
々
以
て

本
格
の
仲
媒
役
と
な
る
。」
こ
の
啄
木
の
媒
酌
人
ぶ
り
は
、
同
日
の
啄
木
日
記

に
啄
木
の
弁
舌
も
そ
の
ま
ま
「
録
音
再
生
」
の
ご
と
く
記
録
さ
れ
た
。

　

だ
が
、
こ
の
縁
談
は
櫻
庭
ち
か
子
の
母
親
を
差
し
置
き
、
本
人
同
士
の
意
向

を
第
一
に
し
て
進
め
ら
れ
た
た
め
に
蹉
跌
し
て
し
ま
っ
た
。
い
か
に
も
明
治
と

い
う
時
代
の
〈
悲
劇
〉
ら
し
い
。

　

十
四
日
は
櫻
庭
と
沢
田
自
身
の
縁
結
び
の
た
め
五
日
に
も
及
ぶ
「
奔
走
の

労
」
を
と
っ
た
啄
木
に
つ
い
て
、「
熱
誠
、
真
直
、
氏
の
性
格
に
あ
ら
ざ
れ
ば

能
は
ず
天
下
の
奇
男
子
と
云
ふ
べ
し
」
と
称
賛
す
る
。
啄
木
日
記
は
一
月
十
五

日
に
も
十
二
日
同
様
「
実
況
録
音
」
風
に
登
場
人
物
の
言
動
が
記
さ
れ
る
。

　

一
方
、
啄
木
は
先
年
以
来
の
小
樽
日
報
社
内
紛
に
関
わ
り
、
年
末
に
自
主
退

社
し
て
し
ま
う
。
そ
の
鬱
憤
が
沢
田
の
結
婚
に
関
す
る
過
度
な
ほ
ど
の
肩
入
れ

に
転
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
無
職
の
啄
木
を
案
ず
る
沢
田
の
斡
旋
で
、
小
樽
日
報
社
白
石
社
長

の
助
力
を
得
て
『
釧
路
新
聞
』
入
社
が
決
定
す
る
。

　

一
月
十
九
日
午
前
十
一
時
、
降
り
し
き
る
雪
の
中
、
啄
木
は
子
を
背
負
っ
た

妻
に
見
送
ら
れ
、
小
樽
駅
頭
を
去
っ
た
。

　

参
考　
『
無
心
録
』
よ
り　
（
漢
字
・
仮
名
遣
い
な
ど
原
文
の
ま
ま
）

明
治
四
十
一
年　

戌
申

　

一
月
一
日

流
石
の
寝
坊
も
元
日
な
れ
ば
常
例
を
破
ぶ
り
て
六
時
半
と
云
ふ
に
起
床
す
、
弟

も
昨
夜
よ
り
來
泊
せ
る
も
、
節
だ
け
は
家
に
て
や
る
が
順
当
な
れ
ば
と
て
、
矢

張
り
母
と
二
人
の
元
日
を
迎
ひ
て
祝
宴
を
あ
ぐ
、
床
の
間
に
飾
り
た
て
た
る
神

佛
の
合
祀
壇
に
は
、
四
年
前
の
祖
父
母
の
嚴
乎
と
し
て
在
す
に
似
て
お
の
づ
か

ら
涙
流
る　

　

伯
父
よ
り
の
借
着
に
て
礼
服
だ
け
は
事
欠
か
ず
、
近
所
を
一
巡
し
て
山
田
町

に
伯
父
叔
母
を
訪
ひ
年
頭
の
祝
詞
を
述
ぶ
。（
以
下
略
）

　

一
月
六
日　

寝
て
る
裡
か
ら
、
校
正
の
北
洲
を
初
め
、
鴻
鐘
、
啄
木
数
氏
の

訪
問
あ
り
、
聞
け
ば
、
昨
日
社
長
宅
に
て
社
員
一
同
の
新
年
宴
会
を
開
き

―

余
に
は
使
を
出
し
た
る
由

―
た
る
も
欠
席
を
は
余
と
東
原
と
の
二
名
な
り
し

爲
め
、
病
気
で
も
あ
ら
ず
や
と
て
尋
ね
く
れ
た
る
な
り
、　

一
度
は
全
廃
、
一

度
は
酒
肴
料
と
廟
堂
の
風
雲
、
幾
度
変
せ
る
新
年
宴
会
は
斯
の
如
く
に
し
て
、

突
如
に
始
め
ら
れ
た
る
な
り
、
而
し
て
小
林
依
然
た
り
と
聞
い
て
は
愈
々
頼
み

が
た
き
は
、
社
長
の
コ
コ
ロ
な
る
か
な
。

　

啄
木
氏
と
薄
暮
ま
で
一
本
の
銚
子
に
談
る
、
酒
量
の
小
な
る
こ
と
定
の
如
く

然
り
。
伯
母
さ
ん
折
詰
を
持
つ
て
遊
び
に
來
る
、
一
旦
床
に
入
り
し
母
も
起
き

て
、
弟
と
余
と
四
人
に
て
卵
酒
を
し
て
飲
む
、
十
時
半
に
伯
母
さ
ん
帰
へ
る

　
（
こ
の
記
事
に
続
き
、
勤
務
先
の
某
社
員
へ
の
批
判
五
行　

省
略
）
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知
己
と
は
、
所
謂
金
を
貸
す
人
の
事
な
り
、
内
所
で
苦
し
く
と
も
、
渋
い
面
一

つ
せ
ず
し
て
、
欣
々
然
と
し
て
融
通
を
な
し
く
る
る
人
は
皆
知
己
な
り
、
前
の

所
謂
意
気
に
感
ず
と
同
一
の
意
味
合
に
て
、
現
在
の
世
の
中
に
も
て
囃
さ
る
。

弥
勒
の
世
と
は
か
う
し
た
も
の
を
云
ふ
こ
と
よ

⑵
・
藤
田
武
治
日
記

　
『
詩
文
日
記
』
と
題
し
、
Ｂ
６
版
型
ノ
ー
ト
に
、
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

藤
田
武
治
（
筆
名
・
南
洋
）
は
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
年
）
北
海
道
江
差

に
生
ま
れ
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
年
）
没
し
た
。

　

十
五
歳
時
、
小
樽
に
出
て
大
き
な
農
海
産
物
商
店
の
店
員
と
な
る
。
そ
の
傍

ら
文
学
書
に
親
し
み
、
生
の
苦
し
み
に
苦
悩
す
る
日
々
を
過
ご
す
。
そ
の
間
に

近
隣
に
住
む
同
じ
年
令
の
高
田
治
作
（
筆
名
・
紅
果
）
と
知
り
合
い
、
藤
村
、

泣
菫
、
晩
翠
、
紫
舟
ら
の
詩
集
書
な
ど
の
貸
し
借
り
や
、
青
少
年
の
文
芸
雑
誌

へ
の
投
稿
を
競
う
。
こ
の
日
記
は
、
明
治
期
の
か
か
る
文
学
青
年
た
ち
の
生
態

や
、
小
樽
に
一
時
期
住
ん
だ
啄
木
関
係
記
事
も
あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

藤
田
は
高
田
と
と
も
に
小
樽
居
住
時
代
の
啄
木
を
「
先
生
」
と
呼
称
し
、
た

び
た
び
訪
ね
、
日
記
に
も
そ
の
言
動
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
し
て
釧
路
に
転
じ

た
啄
木
は
、
す
ぐ
二
人
へ
小
樽
に
残
し
た
家
族
の
移
転
先
を
報
せ
、
二
葉
亭
四

迷
の
作
品
名
に
洒
落
て
「
何
卒
行
つ
て
『
其
面
影
』
を
と
つ
て
く
れ
給
へ
」
と

家
族
の
近
況
報
告
を
求
め
た
。
以
後
も
書
簡
を
た
び
た
び
交
換
し
、
啄
木
最
後

の
短
歌
と
思
わ
れ
る
作
品
は
、
藤
田
宛
て
の
年
賀
状
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
残
る
両
者
の
交
渉
の
記
録
と
し
て
、
初
対
面
は
明
治
四
十
年
十
一
月

二
十
二
日
、
啄
木
か
ら
藤
田
あ
て
に
葉
書
が
送
ら
れ
、「
御
手
紙
拝
見
仕
候
お

目
に
か
ゝ
り
度
候
間
一
両
日
中
に
花
園
町
畑
十
四
、
拙
宅
へ
御
来
車
被
下
度
願

上
候
但
し
夜
分
」。
さ
ら
に
「
拙
宅
は
公
園
通
高
橋
ビ
ー
ヤ
ホ
ー
ル
の
少
し
向

ふ
の
北
一
炭
店
で
お
聞
き
に
な
れ
ば
解
り
ま
す
」
と
付
記
し
て
あ
る
。

　

そ
の
後
、
啄
木
が
釧
路
に
転
じ
た
後
、
残
さ
れ
た
家
族
は
、
元
料
理
屋
の
客

間
を
借
間
と
す
る
一
室
に
移
っ
た
。
高
田
は
後
年
、
文
芸
雑
誌
『
秀
才
文
壇
』

の
「
短
篇
小
説
」
投
稿
欄
に
、
一
等
当
選
し
た
「
間
借
」
と
い
う
作
品
の
中

で
、
こ
の
一
室
の
模
様
を
写
実
的
に
描
い
て
い
る
。（
後
欄
・
参
考
２
）

　

藤
田
が
啄
木
に
会
見
を
申
し
込
ん
だ
契
機
は
、『
小
樽
日
報
』
に
掲
載
さ
れ

た
啄
木
執
筆
と
推
測
さ
れ
る
記
事
、
例
え
ば
十
月
三
十
一
日
掲
載
「
超
人
と
凡

人
」
の
ニ
ィ
チ
ェ
超
人
主
義
を
基
点
と
し
、
青
年
は
社
会
の
解
放
を
目
指
し
て

闘
え
と
い
う
主
張
が
、
懊
悩
す
る
藤
田
に
響
く
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
十
二
月
二
十
二
日
の
啄
木
日
記
に
「
夜
、
藤
田
武
治
来
り
切
に
人
生

を
解
す
る
の
途
を
誘
ふ
、
大
に
個
人
主
義
を
説
く
」
と
あ
る
の
で
、
函
館
で
沢

田
と
論
じ
た
こ
と
が
、
さ
っ
そ
く
応
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

藤
田
は
初
対
面
で
の
啄
木
の
印
象
を
後
年
の
エ
ッ
セ
イ
『
在
り
し
日
の
啄

木
』
に
「
坊
主
頭
の
白
面
の
一
介
の
書
生
」「
中
央
の
詩
人
、
畏
敬
す
べ
き
風

格
と
い
ふ
予
想
に
反
す
る
五
分
刈
り
の
坊
主
頭
」「
旧
知
の
後
輩
に
対
す
る
や

う
な
打
融
け
た
態
度
に
惹
き
つ
け
ら
れ
心
安
く
話
し
合
ふ
」
と
記
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
啄
木
日
記
で
の
藤
田
と
啄
木
の
交
渉
記
事
は
、
翌
四
十
一
年
一
月

一
日
「
藤
田
武
治
は
吉
野
花
峯
と
い
ふ
男
を
連
れ
て
来
た
」
と
あ
り
、
年
賀
挨

拶
に
訪
れ
て
い
る
。
三
日
の
日
記
記
事
に
長
文
の
新
詩
社
批
判
が
あ
る
の
で
、

啄
木
は
、
藤
田
ら
の
地
方
文
学
青
年
に
対
し
、
同
様
の
訓
示
を
述
べ
た
と
推
察

さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
十
九
日
ま
で
小
樽
時
代
の
啄
木
日
記
に
藤
田
関
係
記
事
は
な
い
。

後
年
の
明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
四
日
日
記
に
「
小
樽
の
藤
田
君
か
ら
不
真
面
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目
な
や
う
な
真
面
目
な
手
紙
が
来
た
。
淋
病
に
か
ゝ
つ
て
睾
丸
炎
を
起
し
た
ん

だ
さ
う
で
あ
る
。
さ
う
し
て
一
度
直
つ
て
か
ら
酒
を
の
ん
で
ま
た
悪
く
な
つ
た

さ
う
で
あ
る
。
彼
の
歩
い
た
路
も
ま
た
不
真
面
目
な
や
う
な
真
面
目
な
も
の
で

あ
つ
た
」
と
あ
り
、
簡
潔
で
的
確
な
啄
木
の
人
間
観
察
眼
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

藤
田
は
前
記
小
樽
の
商
店
に
十
年
間
ほ
ど
勤
務
後
、
東
京
横
浜
な
ど
の
都
市

を
彷
徨
後
小
樽
に
戻
り
病
苦
と
貧
苦
の
中
、
五
十
年
に
満
た
ぬ
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

参
考
一
・『
詩
文
日
記
』
よ
り　
（
注
・
誤
字
、
句
読
点
な
ど
原
文
通
り
）

　

明
治
四
十
一
年
二
月
廿
日　

木
曜
日

啄
木
先
生
か
ら
手
紙
が
く
る
。
気
焔
當
る
べ
か
ら
ず
。
函
館
の
山
口
氏
へ

「
少
年
世
界
」「
実
業
少
年
」
送
る
。

用
事
の
つ
い
で
に
家
へ
よ
る
と
鞍
が
へ
の
談
あ
り
。

夜
橋
本
さ
ん
の
所
へ
英
語
を
習
ひ
に
ゆ
く
。
英
語
が
済
ん
で
か
ら
も
色
々

な
論
談
に
耽
つ
た
の
で
十
二
時
米
屋
の
角
迄
吉
田
（
橋
本
改
）
さ
ん
に
送

ら
れ
歸
る

此
夜
橋
本
さ
ん
か
ら
「
前
世
の
約
束
」
の
真
理
に
し
て　

自
然
派
の
承
認

し
て
居
る
と
い
ふ
事
を
教
つ
た
。
あ
ゝ
雲
霧
時
代
か
ら
我
等
は
其
因
を
得

て
動
い
て
居
る
の
だ
。

　

廿
一
日　

金
曜
日　
　

晩
餐
を
百
足
屋
か
ら
と
つ
て
酒
を
の
ん
だ
。

長
さ
ん
の
御
馳
走

―　
新
婚
の
祝
だ
。

　

廿
二
日　

土
曜
日

高
田
君
と
吉
田
さ
ん
の
す
ゝ
め
で
教
会
へ
ゆ
く
。

緒
形
と
い
ふ
人
の
髯
、
態
度
、
口
調
、
は
淺
酌
低
唱
的
だ
。
其
門
形
の
髯

が
お
か
し
い
が
殊
に
其
論
旨
が
淺
酌
で
滑
稽
だ
。

今
一
人
の
人
の
祈
祷
は
壮
士
芝
居
的
だ
。
な
ん
だ
あ
の
い
つ
は
り
の
泣
き

聲
、
嘔
吐
が
出
よ
う
と
し
た
。

　

廿
三
日　

日
曜
日

太
陽
の
『
弟
の
碑
』（
青
果
）
の
筆
は
瀟
洒
で
い
ゝ
。

　

廿
四
日　

月
曜
日

ふ
と
勸
工
場
を
ぶ
ら
つ
い
て
。
不
要
な
（
で
も
な
い
が
）
蔵
書
印
を
注
文

し
て
了
つ
た
。

古
本
屋
か
ら
借
り
て
来
た
、
春
雨
の
『
無
花
果
』
を
十
二
時
迄
よ
ん
だ

　

廿
五
日　

火
曜
日

小
樽
日
報
の
一
百
号
く
る
。
僕
の
「
獅
子
」
て
ふ
論
で
は
な
い
。
十
行
文

は
三
等
と
つ
て
居
た
。『
無
花
果
』
夕
方
迄
か
ゝ
つ
て
讀
み
了
る
。

春
雨
は
才
筆
家
な
る
か
な
。
あ
ゝ
え
み
や
よ
。
え
み
や
君
は
余
が
理
想
の

…
…

　

廿
六
日　

水
曜
日

『
無
花
果
』
を
讀
み
了
つ
て　

自
分
は
す
つ
か
り
魅
せ
ら
れ
了
つ
た
。

永
い
永
い
餘
韻
が
自
分
の
小
さ
き
胸
の
小
琴
を
猶
ゆ
り
返
し
て
、
悲
哀
は

胸
に
満
ち
て
ゐ
る
。
あ
ゝ
此
思
ひ
。
そ
れ
は
実
感
の
悪
ど
い
芝
居
を
見
て

の
悲
で
も
な
く
兄
弟
や
親
を
失
つ
た
時　

望
を
失
つ
た
時
の
悲
で
も
な

い
。
自
分
が
田
舎
芝
居
を
哀
れ
な
旅
役
者
を
見
た
時
の
長
い
哀
し
み
と
。

宗
教
の
酔
夢
、
幻
影
と
覺
つ
た
時
の
悲
哀
と
さ
も
似
て
ゐ
る
。

自
分
は
其
光
明
的
た
る
と
悲
劇
的
た
る
を
問
は
ず
。
小
説
を
讀
み
了
へ
た

時
此
の
様
な
、
悲
哀
の
念
が
こ
み
上
げ
て
く
る
の
だ
。

あ
ゝ
。
え
み
や
、
い
か
に
汝
が
心
の
美
し
き
よ
。
清
き
え
み
や
。
ウ
エ
ナ

ス
の
え
み
や
。
無
邪
気
な
え
み
や
。
麗
し
き
え
み
や
。
愛
の
え
み
や
さ
な
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り
。
さ
な
り
。
我
は
愛
の
化
神
と
し
て
讃
え
ま
つ
ら
ん
哉
。
我
に
し
て
え

み
や
の
如
き
恋
人
得
ん
か
。

親
も
欲
せ
ず
。
子
も
い
ら
ず
。
君
も
い
ら
ず
。
金
そ
は
何
す
る
も
の
ぞ

我
は
々
　々

生
を
も
望
ま
ん
や
。

　

三
月
二
日　

月
曜
日

午
前
十
時
頃
、
雑
誌
代
を
拂
ふ
と
思
つ
て
新
文
堂
へ
行
く
。

今
月
の
秀
才
文
壇
が
来
て
居
る
。
し
か
し
自
分
は
餘
り
没
書
を
喰
は
さ
れ

る
の
で
癪
に
さ
は
り
、
先
月
分
か
ら
講
讀
を
や
め
、
漸
く
修
養
に
耽
け
よ

う
と
思
つ
て
居
た
所
な
の
で
。
急
い
で
手
に
と
ら
う
で
も
な
く
。
用
を
済

ま
し
て
何
気
な
く
。
繰
り
ひ
ら
い
た
。
と
ふ
と
『
明
笛
』
て
ふ
美
文
を

三
ヶ
月
程
前　

投
書
し
て
あ
る
の
を
思
い
出
し
た
。
が
も
う
没
書
を
喰
つ

た
ん
だ
ら
う　

し
か
し
一
通
り
顔
ぶ
れ
だ
け
で
も
見
て
お
か
う
と
。

ぺ
ら
ぺ
ら
繰
つ
て
行
く
と
、
美
文
欄
の
劈
頭
に
明
、
笛
、
藤
、
田
、
武
、

治
、
な
ど
と
い
ふ
字
が
閃
い
た
、

其
刹
那
、
自
分
の
胸
が
ト
ク
ト
ク
と
動
機
を
う
ち
、
顔
は
熱
る
。
よ
く
見

る
と
正
し
く
我
輩
の
の
だ
。

　

あ
ゝ
今
日
は
何
と
い
ふ
幸
の
日
で
あ
ら
う
。

う
れ
し
い
。
う
れ
し
い
…

血
と
い
ふ
血
は
盡
く
。
う
れ
し
い
思
ひ
に
燃
え
な
が
ら
。
全
身
を
駆
る
。

本
も
つ
手
は
か
す
か
に
わ
な
ゝ
く
。

　

あ
ゝ
今
夢
を
見
て
ゐ
る
ん
で
は
な
か
ら
う
か
と
鋭
く
、
反
問
し
て
ぢ
い

と
見
る
。

　
『
四
号
と
五
号
を
貰
つ
て
ゆ
く
よ
。
三
号
も
と
つ
て
呉
れ
給
へ
。
そ
し

て
今
月
か
ら
配
達
し
て
く
れ
給
へ
。
三
号
は
必
度
だ
よ
』

そ
う
い
ふ
声
は
ふ
る
へ
を
帯
び
て
ゐ
る
。

夢
中
で
本
屋
を
飛
び
出
し
て
紅
花
君
へ
見
せ
る
に
ゆ
く
。

紅
花
君
は
案
外
と
い
ふ
顔
で
『
ヤ
ア
』
と
い
ふ

店
へ
か
へ
る
と
大
か
つ
さ
い
。

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
物
語
讀
了
す
。
比
喩
の
巧
妙
な
る
。
空
想
の
美
し
く

豊
か
に
、
文
章
の
巧
み
な
る
。
譯
文
は
馬
琴
調
で
い
か
に
も
上
手
だ

古
今
の
大
傑
作
―
空
想
小
説
巨
塊
―

新
妻
君
に
閲
し
て
禮
を
い
ふ
。
奥
の
室
で
手
紙
を
か
い
て
ゐ
る
所
で
あ
つ

た
。
色
青
く
。
三
ケ
月
の
眉
濃
き
。
小
柄
の
女
で
あ
る
。

寝
に
就
く
迄
う
れ
し
く
つ
て
う
れ
し
く
つ
て
。
こ
ん
な
う
れ
し
い
事
は
な

い多
年
の
望
が
豫
想
外
な
時
に
於
て
と
げ
ら
れ
た
の
だ
も
の
…
…
。
幾
度
か

夢
で
は
な
い
か
と
ば
か
り
。

　

三
日　

火
曜
日

い
ち
に
ち
、
昨
日
の
事
を
廻
顧
し
て
は
微
笑
み
、
夢
で
は
な
い
か
と
不
安

の
念
に
襲
わ
れ
た
。
夜
、
啄
木
の
妻
君
の
家
を
訪
ふ
。
紅
花
君
と
二
人

　

四
日　

水
曜
日

朝　

家
へ
行
く
。
反
物
と
秀
文
を
も
つ
て
行
つ
て
見
せ
る
。

晝
頃
、
町
で
一
級
下
で
あ
っ
た
同
窓
の
知
人
に
あ
ふ
と
『
小
樽
に
出
て
ゐ

た
の
は
君
で
は
な
い
か
』
と
い
ふ

『
何
か
出
て
？
』

『
懸
賞
の
賞
を
や
る
と
あ
る
』

『
あ
ゝ
、
僕
だ
』（
中
略
）

夜
。
鐙
谷
氏
へ
は
が
き
。（
中
略
）
啄
木
先
生
へ
は
画
は
が
き
を
出
す
。
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五
日　

木
曜
日　
　
（
省
略
）

　

六
日　

金
曜
日

秀
文
（
注
・
文
芸
雑
誌
『
秀
才
文
壇
』
の
省
略
）
増
刊
『
新
緑
』
へ
出
す

べ
く
。
夕
方
ま
で
か
ゝ
り
て
、『
酒
』
て
ふ
短
篇
を
作
り
ぬ
。

夜
、
そ
を
も
ち
て
、
保
険
会
社
に
紅
花
を
訪
ふ
。
二
時
ま
で
か
ゝ
り
て
、

紅
花
は
美
文
一
篇
、
余
も
『
夢
日
記
』
て
ふ
美
文
を
作
り
ぬ
。
歸
途
郵
便

局
へ
投
函
す

此
日
、
兎
の
叩
き
を
喰
ひ
て
、
肉
食
の
厭
ふ
べ
き
を
知
り
た
り
。

　

七
日　

土
曜
日　
　
　

大
半
晴

余
市
の
胡
蝶
よ
り
江
刺
の
消
息
を
報
じ
来
る
。

粟
津
は
死
せ
り
と
、
あ
ゝ
儚
き
哉
や

　

八
日　

日
曜
日

名
刺
来
る
。
頗
る
意
に
適
へ
り
。

　

九
日　

月
曜
日　
　
　
　

大
吹
雪

　

十
日　

火
曜
日

　

十
一
日　

水
曜
日　
　
　

大
暴
風
雪

吉
野
君　

日
報
社
か
ら
十
行
文
の
賞
を
と
つ
て
来
て
呉
れ
た
。

文
鎮
だ
。
夕
方
、
保
険
会
社
へ
行
つ
て
ゐ
た
ら
、
大
暴
風
雪
に
な
つ
て
来

て
、　

十
時
頃
歸
る
と
ス
ポ
ツ
ス
ポ
ツ
と
く
る
ぶ
し
迄
，
埋
つ
て
了
ふ

家
鳴
り
振
動　

げ
に
怖
る
る
ば
か
り
で
あ
る
。

晝
飯
喰
ふ
て
か
ら
長
さ
ん
と
角
力
と
つ
て
五
六
度
負
け
、
笠
井
さ
ん
と
つ

て
一
度
（
前
後
と
も
一
度
き
り
よ
り
や
ら
な
い
）
負
か
し
て
や
つ
た
。

八
犬
傳
の
続
き
を
讀
む
。

参
考
二
・
高
田
紅
果
作　
「
間
借
」　
『
秀
才
文
壇
』
明
治
四
十
二
年
九
月
号

　
　
　
　
　

読
者
投
書
欄
「
短
篇
小
説
」
の
部　

一
等
入
選

啄
木
一
家
が
小
樽
で
居
住
し
て
い
た
「
借
間
」
は
、
偶
然
に
も
高
田
紅
果
が
、

一
時
期
住
ん
で
い
た
旧
居
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
そ
の
旧
居
を
モ
デ
ル
と
し

た
も
の
で
、
小
樽
で
の
啄
木
の
生
活
環
境
を
具
体
的
に
垣
間
見
得
る
。

　

そ
れ
は
ま
だ
私
の
家
が
小
樽
へ
移
っ
た
當
時
の
事
で
あ
る
。
場
末
の
あ
る
大

き
な
古
い
家
へ
借
間
し
て
ゐ
た
、
丁
度
自
分
が
十
三
か
の
春
で
あ
る
。

　

新
開
地
の
此
の
町
の
有
様
は
如
何
に
も
物
珍
し
く
自
分
等
の
眼
に
う
つ
つ
た

第
一
、
借
間
な
ど
と
云
ふ
事
が
聞
く
も
の
見
る
も
の
初
め
て
で
あ
り
ま
す
事
故

北
海
道
と
い
ふ
處
は
面
白
い
處
だ
な
と
思
つ
た
。

　

私
の
家
は
内
地
か
ら
移
住
し
て
来
た
の
で
し
た
。　
（
中
略
）

　

何
で
も
そ
の
家
は
、
も
と
料
理
屋
か
何
か
で
あ
つ
た
と
見
え
て
、
そ
ん
な
低

い
階
級
の
人
に
貸
す
の
は
惜
し
い
程
、
綺
麗
な
普
請
で
あ
つ
た
。
一
間
一
間
に

床
の
間
が
あ
る
し
袋
戸
棚
な
ど
が
つ
い
て
、
天
井
板
は
皆
杉
柾
の
立
派
な
も
の

で
あ
つ
た
。
然
し
押
入
の
あ
る
室
は
ご
く
僅
か
し
か
な
か
つ
た
の
で
、
大
方
の

人
は
室
の
隅
へ
蒲
団
や
行
李
を
積
ん
で
ゐ
た
。

　

私
の
家
で
も
そ
う
や
つ
て
、
其
上
か
ら
毛
布
を
掛
け
て
置
い
た
、
そ
ん
な
風

故
何
と
な
く
座
敷
が
い
つ
も
ゴ
タ
ゴ
タ
し
て
る
や
う
な
氣
が
し
た
け
れ
ど
、
旅

の
事
故
誰
れ
も
別
に
そ
ん
な
事
を
云
ひ
も
し
な
か
つ
た
。

　

私
は
そ
れ
か
ら
七
日
ば
か
り
し
て
學
校
へ
行
く
事
に
な
つ
た
、
後
で
聞
い
た

の
だ
け
れ
ど
、
其
家
に
は
十
數
件
の
家
が
同
棲
し
て
た
の
だ
、
そ
れ
故
朝
か
ら

晩
ま
で
二
階
を
上
る
音
、
あ
つ
ち
こ
ち
か
ら
障
子
を
ぴ
つ
し
や
り
ぴ
つ
し
や
り

開
け
閉
て
す
る
音
が
中
々
喧
し
か
つ
た
。（
後
略
）


